



















































位（Moratorium）、4） 同 一 性 拡 散 地 位（Diffusion）
という 4 つの典型地位と、5）同一性達成―権威受容
中間地位（A-F 中間地位）、6）同一性拡散―積極的モ
ラトリアム中間地位（D-M 中間地位）の 6 つである。
この尺度によって、本研究協力者は、同一性達成地位
3 名、積極的モラトリアム地位 1 名、D-M 中間地位 9
名に分類された。
結果と考察　　質問紙によって分類された同一性達成
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ス分類の問題点は看過できない。
一方、D-M 中間地位における TAT 反応の特徴は以
下の 2 点である。①子どもに対して保護的な母親イ
メージを持つ場合、健全な異性関係イメージを持つ。
超自我的な父親イメージを持つとき、母親との対決が
見られ、親からの自立の意思が明確に感じられる一
方、無力な父親イメージを持つときは、母子未分離で
自立の意思は感じられない。②子どもに対して拒否的
な母親イメージを持つ場合、父親は不在であり、異性
関係イメージも阻害されている。大矢は積極的モラト
リアム地位では親イメージに超自我が投影されて葛藤
を体験し、同一性拡散地位では分裂した対象像が投影
される傾向があるとしているが、この点を踏まえると、
D-M 中間地位において超自我的な父親イメージを持
つ場合は積極的モラトリアム地位に近く、父親が不在
で拒否的な母親イメージを持つ場合は同一性拡散地位
に近い可能性があるが、尺度得点上では明確な差はな
かった。
以上から、主に D-M 中間地位の特徴を基にした知
見となるが、アイデンティティの確立は保護的な母親
イメージと安全基地としての家イメージを前提とした
うえで、母親イメージとの対決と超自我的な父親イメ
ージが見られ、結果的に親から自立するというテー
マとして TAT 反応に表出される可能性が示唆された。
しかし、本研究はサンプル数の少なさと質問紙による
ステイタス分類という問題点があるため、学生のアイ
デンティティと TAT 反応の関連について十分に考察
できたとは考えにくい。今後はより多くのデータ収集
を行い、縦断的な研究を行うことで、より細分化され
たアイデンティティの状態を識別することが可能とな
るような知見を得ることが必要であると思われる。
（大学院人間学研究科博士後期課程福祉・臨床心理学専攻）
